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【戦評】
全九州大会１回戦、沖縄県１位豊見城対鹿児島県２位川内との対戦、豊見城のスターティングメンバ―は、＃５、＃７、
＃１１、＃１３、＃１５、川内のスターティングメンバ―は、＃６、＃９、＃１９、＃３２、＃５１で試合開始。第1Q川内ボール
からスタート。ディフェンスは両チームともハーフコートマンツーマン。川内は＃６のジャンプショットで先制し、豊見城は
＃７の鋭いドライブからチャンスを作る。両チーム激しいディフェンスの中、豊見城＃１１が得点すると川内＃６が入れ
返すといった両者一歩も譲らない展開。豊見城＃１５の連続３Ｐで２点リードするが川内＃７がフリースローを１本決め２
３－２２豊見城リードで第１Ｑ終了。第2Q豊見城ボールでスタートし、セットプレーで得点。すぐさま川内が入れ返し、１
点差の攻防が続く。開始３分、豊見城の得点をきっかけに豊見城がオールコートでプレッシャーをかけ川内のターン
オーバーを誘い流れが豊見城に傾く。豊見城の激しいディフェンスが続き、川内は＃６を中心に喰らいつくが思うように
得点ができない。豊見城はスピードを生かしたアーリーオフェンスを展開し、３Ｐの得点が伸び４４－２８豊見城リードで
前半終了。第3Q川内ボールからスタート。セットプレーから川内＃６がたて続けに得点し流れを引き寄せる。川内が１０
点差まで追いついたが、豊見城がディフェンスで粘り５３－４２豊見城リードで第３Ｑ終了。第4Q川内が連続得点で猛
追。流れを一気に引き寄せる。８分１０秒豊見城流れを止めるべくタイムアウト。豊見城はディフェンスを１－２－２に変
え、試合のペースを変える。残り５分、川内＃９の３Ｐで６点差に迫る。川内はディフェンスを１－２－２に変え勝負を仕
掛ける。川内に流れが傾いた所で、豊見城もゾーンプレスで勝負をしかけ一気に流れを引き戻す。残り２分豊見城はう
まくボールを回し時間をかけてオフェンスを展開する。川内＃６が懸命に得点をするが豊見城が逃げ切り、７３－６２で
豊見城の勝利。

【戦評記載者】 大石　仁人
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1st

豊見城 73
2nd

62 川内
3rd

第2副審 大坪　元気

主審 金岩　貴之

第49回全九州高等学校バスケットボール春季選手権大会

会場 福岡市総合体育館

日時 平成31年3月23日

第1副審 山口 憲昭

(土) 13:30

コート Aコート 第4試合

カテゴリー 男子 1回戦
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